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OB・OGの方へ  
文責  藤中 康生  

◎ メーリングリスト及びホームページについて  

既に多くの方が登録され、結構（？）頻繁に活用されているメーリングリストですが、まだ未登   

録の方、御存知でない方がいらっしやいましたら、8期生森本eoox2204＠ip・media・kyoto－u・aC・jp   

までご連絡下さい。投稿先は、aOtake＠ml・Cl．infoseek．co．jpです。  

また、巻頭で岩本先生も言われているように、先日ゼミのホームぺ－ 

嶋さんに拍手！）メーリングリストに加えて、ゼミ内の親交を深めるのに役立ってくれれば－と思   

います。URLは、hセセp：／fwww・geOCities・CO・jp／Collegelife－IJibrary／3251／です。従来この機関誌に載   

せていた連絡事項（青竹会・住所録など）もこれからはweb上でお知らせすることも多くなるか   

もしれませんので、たまにチェックをお願いします。また、機関誌に関するアドバイス・要望、ゼ   

ミ全体に対するご意見などがありましたら、掲示板にどんどん書き込んで下さい。よろしくお願い  

します。  

◎ 寄付金について   

2001年度も多額の寄付金を頂き、本当にありがとうございました。私たち現役ゼミ生が毎年  
いくつものインゼミをできるのも、機関誌という形でゼミでの記録を残すことができるのも、全て  

先輩方の寄付金があればこそです。現役ゼミ生を代表して、お礼申し上げます。   

2002年度も、改めて寄付金を募りたいと思います。先輩方には一人一口7000円の寄付を  
お願いします。振込先は、以下のところです。  

みずほ銀行 百万遍支店 普通預金  

口座番号 476－2003967  
京都大学経済学部岩本ゼミナール 岩本武和 様   

ただ、先生も書いておられるように、機関誌をweb上に全てアップするようになれば、ゼミ運  

営にかかるコストも大幅に削減できると思います。そうなると、寄付金額をもう少し抑えられるか  

も… ‥また追ってご連絡いたします。  

◎ 青竹会について   

今年度は青竹会開催の年です。例年通り、9月の敬老の日に行われる予定ですが、詳しいことは  

追ってご連絡いたします。皆様と会えるのを楽しみにしております。  
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編集後記   

只今3月13日。私の不手際により本当にギリギリになってしまいましたが、今年もなんとか機関誌  

を発行することができ、ホット胸をなで下ろしています。今回ほ、先生のアドバイスを受けて論文の形  

式をできるだけ統一してみましたが、いかがだったでしょうか。個人的には、2段組は見やすいけれど  

少し書きにくかったかな、と‥・ML、HPなどで感想などを聞かせてもらえるとありがたいです。  

前ページにも書きましたが、先輩方のご意見・アドバイスもできる限り反映させていきたいと考えてお  

りますので、よろしくお願いします。   

機関誌を編集しながら、岩本ゼミで過ごしてきた3年間を振り返りました。藤中君が二人いたため2  

号と呼ばれた（今もかな？）こと、インゼミの準備で連日連夜研究室で先輩や後輩と共に奮闘したこと・  

衝突したこと、インゼミで勝ったこと・負けたこと、ソンブレロでベロンベロンに酔っぱらってしまっ  

たこと、ゼミ長として他では得られない経験をたくさんさせてもらえたこと、先生が一時期不在になっ  

てしまったこと（笑）、そして、個性豊かな素晴らしい人たちにたくさん出会えたこと。1回生の時に  

ゼミ見学をせずに、半ば「勘」でこのゼミに決めた私ですが、このゼミに入れて本当に良かったと思い  

ます。   

2年前の新年会で、「新ゼミ長の抱負」として私は確かこのようなことを述べました。「歴代のゼミ長  

に比べてまだまだ未熟な部分もあると思いますが、自分なりにゼミを良くしようと頑張りたいと思いま  

す。」と。その目的が客観的に見て達成されたかどうか甚だ心許ないですが、私がしてきたことが、多  

少なりとも皆さんに良い影響を与えることができていればものすごく幸せです。こんな頼りない私につ  

いてきてくれた同期の皆、後輩の皆、本当にどうもありがとうございます。   

この4月からは9期生が靴脱君を中心として、合宿・インゼミ等、もはや「伝統」となったゼミの行  

事をこなしていくことでしょう。このゼミでは、知識だけではなくて、その他有形無形のモノをたくさ  

ん得られる場所だと思います。有意義な時間を過ごして下さい。   

最後になりましたが、岩本先生、3年間本当にどうもありがとうございました。ゼミ時間中だけに限  

らずたくさんのことを教えて頂きました。また、いつも温かく見守って下さった柴田さん、藤嶋さん、  

この機関誌を読んでおられる諸先輩方、同期のみんな、本当にどうもありがとうございました。今年の、  

いや、2年後も4年後もそれ以降も、青竹会で再会できるのを楽しみにしております。  

2002年3月13日  

藤中 康生  
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